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駅
も
郭
の
仕
事
で
し
た
。

　

93
年
台
北
駅
前
に
地
上
51
階
、
地
下
7
階

と
い
う
新
光
三
越
ビ
ル
を
自
ら
設
計
。
97
年

に
は
70
階
建
て
の
台
北
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
に
携
わ
る
な
ど
、
李
登
輝
さ
ん
と
共
に

台
湾
随
一
の
行
政
・
経
済
・
文
化
・
商
業
の

都
市
づ
く
り
に
尽
力
。
信
義
副
都
心
で
は
メ

イ
ン
道
路
の
歩
道
片
側
に
幅
10
メ
ー
ト
ル
の

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
け
、
歩
行
者
の
利
用

出
来
る
緑
の
歩
道
、
沿
道
に
店
舗
が
並
ぶ
歩

行
者
専
用
の
長
さ
1
㎞
に
及
ぶ
屋
外
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
設
け
て
、
各
街
区
を
連
結

し
、
歩
行
者
が
楽
し
く
快
適
に
往
来
で
き
る

よ
う
配
慮
し
、新
宿
副
都
心
の
短
所
を
除
き
、

長
所
を
取
り
入
れ
、
信
義
副
都
心
は
計
画
か

ら
40
年
近
く
を
経
て
今こ
ん
に
ち日

、
台
湾
で
最
も
先

端
を
行
く
賑
や
か
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な

複
合
都
市
セ
ン
タ
ー
に
成
長
。

　

日
本
は
平
均
12
階
建
て
、
13
階
建
て
が
多

い
が
、
台
湾
で
は
25
階
建
て
が
合
理
的
で
使

日
本
超
高
層
建
築
の
父
・
郭
茂
林

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花  

　

高
さ
制
限
31
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
日
本
最
初

の
高
層
ビ
ル
、
高
さ
１
４
７
メ
ー
ト
ル
、
地

上
36
階
建
て
の
霞
が
関
ビ
ル
を
は
じ
め
、
超

高
層
ビ
ル
や
新
宿
副
都
心
を
完
成
さ
せ
た
郭

茂
林
。

　

霞
が
関
ビ
ル
を
視
察
し
た
台
湾
の
栄
工
、

厳げ
ん

社
長
か
ら
「
台
湾
に
も
高
層
ビ
ル
を
建
て

た
い
」
と
相
談
を
受
け
る
と
、
台
北
に
Ｋ
Ｍ

Ｇ
郭
茂
林
事
務
所
を
設
立
し
、
設
計
に
当
た

り
ま
す
。

　

台
北
は
、
地
下
水
位
が
高
く
、
軟
弱
な
地

質
で
、
新
築
ビ
ル
の
地
下
工
事
に
よ
り
隣
接

建
物
が
倒
れ
た
り
、
周
辺
道
路
が
崩
れ
落
ち

た
り
、そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
工
事
を
行
い
、

１
９
７
７
年
13
階
建
て
の
栄
華
ビ
ル
を
完

成
。
同
郷
の
友
人
で
、
当
時
台
北
市
長
だ
っ

た
李
登
輝
さ
ん
が
、
78
年
台
北
副
都
心
計
画

を
発
表
。

　
「
郭
さ
ん
、
台
湾
の
近
代
的
都
市
造
り
に

協
力
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

　

李
登
輝
さ
ん
は
、
岩
里
政
男
と
い
う
日
本

名
で
京
都
大
学
に
学
び
、
国
を
守
る
た
め
兄

弟
共
志
願
兵
と
な
り
、
日
本
帝
国
軍
人
と
し

て
高
射
砲
部
隊
に
属
し
、陸
軍
少
尉
で
し
た
。

　
「
私
は
、
昭
和
20
年
ま
で
日
本
人
で
し
た
」

と
言
わ
れ
、
台
湾
大
学
卒
業
後
、
米
コ
ー
ネ

ル
大
学
で
博
士
と
な
り
、
台
北
市
長
時
代
に

霞
が
関
ビ
ル
を
見
て
、
台
北
発
展
の
た
め
に

と
郭
に
街
づ
く
り
を
依
頼
。

　
「
台
北
駅
裏
の
、
日
本
時
代
の
小
学
校
校

舎
を
使
用
し
て
い
る
台
北
市
役
所
を
、
東
の

兵
器
庫
跡
地
に
移
し
て
、
副
都
心
の
中
心
と

し
、
西
の
総
統
府
と
向
か
い
合
わ
せ
（
5
㎞

隔
て
て
）　

台
北
の
東
西
の
軸
を
造
っ
た
ら

ど
う
で
す
か
」

　

郭
の
提
案
に
李
登
輝
さ
ん
も
大
賛
成
。
こ

う
し
て
都
市
計
画
が
ス
タ
ー
ト
。
市
・
政
府

本
庁
舎
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
82
年
に
は

台
湾
初
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
台
湾

電
力
ビ
ル
の
設
計
か
つ
建
設
指
導
。
新
台
北

い
や
す
い
と
多
く
の
建
設
に
協
力
。
84
年
に

は
、
60
階
建
て
の
ソ
ウ
ル
大
韓
生
命
本
社
ビ

ル
を
建
設
。

　

大
好
き
な
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
日

本
で
い
く
つ
も
手
掛
け
、
89
年
頃
台
湾
も
ゴ

ル
フ
場
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
あ
っ
て
、
台
湾
人

の
プ
レ
ー
習
慣
を
考
慮
し
な
が
ら
、
自
身
の

理
念
や
構
成
を
提
案
し
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を

完
成
に
導
き
ま
し
た
。

台
北
の
都
市
づ
く
り

　

石
原
慎
太
郎
当
時
東
京
都
知
事
が
、
台
中

の
地
震
視
察
の
時
、
郭
も
同
行
。

　

台
中
は
暑
い
所
な
の
で
、
2
階
が
張
り
出

し
、そ
れ
を
柱
で
支
え
、そ
の
下
が
ア
ー
ケ
ー

ド
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
そ
こ
を
通
る
。

　
「
倒
れ
た
建
物
は
、鉄
骨
が
5
本
し
か
入
っ

て
い
な
い
。
倒
れ
て
い
な
い
の
は
、
10
本
は

入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
監
督
不
行

第４回
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日
、
桜
満
開
の
満
月
の
夜
九
十
一
歳
の
長
寿

を
ま
っ
と
う
し
て
帰
ら
ぬ
旅
路
に
お
も
む
き

ま
し
た
。
庭
の
桜
が
悲
し
む
が
如
く
、
ハ
ラ

ハ
ラ
と
風
に
舞
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
日
本
で
は
、
新
あ
ら
た
な
工
法
に
よ
り
木
造

の
耐
震
性
や
耐
火
性
の
弱
さ
が
克
服
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
木
造
の
ビ
ル
建
築
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
寺
院
本
堂
も
木

造
で
建
設
可
能
と
な
り
、
日
本
の
林
業
再
生

に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

茂
林
さ
ん
は
、
国
内
の
材
料
を
ど
ん
ど
ん

使
わ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
ご
健
在
な
ら
ば
木

造
高
層
建
築
に
も
き
っ
と
取
り
組
ま
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
東
京
駅
前
開
発
で
高

さ
３
９
０
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ル
。
渋
谷
駅
前
も

再
開
発
で
、
建
設
中
を
含
め
9
棟
の
高
層
ビ

ル
建
築
予
定
が
あ
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
超

高
層
建
築
第
一
号
霞
が
関
ビ
ル
を
世
に
送
り

出
し
、
超
高
層
ビ
ル
時
代
へ
の
道
を
拓
き
、

日
本
が
世
界
に
肩
を
並
べ
る
要
因
と
な
っ
た

郭
茂
林
の
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
申
せ

ま
し
ょ
う
。「
僕
一
人
で
は
何
も
出
来
な
い
、

皆
の
力
を
合
わ
せ
た
だ
け
」
と
い
う
、
巨
塔

の
男
と
称
さ
れ
た
郭
茂
林
の
一
席
。
■

き
届
き
、
行
政
の
責
任
で
あ
る
」
と
、
総
統

に
な
っ
て
い
る
李
登
輝
さ
ん
に
激
し
く
進
言

さ
れ
ま
し
た
と
、
石
原
知
事
は
「
震
災
に
対

す
る
強
度
に
つ
い
て
」
の
中
で
書
か
れ
て
い

る
。

　

台
南
で
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
倒
れ
た
の

も
、
壁
の
中
に
石
油
缶
が
入
っ
て
い
た
り
と

手
抜
き
工
事
、
監
督
不
行
き
届
き
に
よ
る
も

の
。
横
浜
で
も
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
お
き
な
ず

れ
が
生
じ
た
の
も
基
礎
工
事
の
手
抜
き
か

ら
。　

　

89
年
、
大
使
館
と
も
い
え
る
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
處
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
に
対
し
て
、
東
京
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
と
、
建
物
全
体
に
白
い
タ
イ
ル
を
貼
り

付
け
、
屋
根
と
壁
と
の
間
に
金
色
の
ベ
ル
ト

を
は
め
込
み
、
所
在
地
白し
ろ
か
ね
だ
い

金
台
と
い
う
地
名

に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

大
き
な
力

　

各
部
門
の
専
門
家
を
集
め
て
、
ま
ず
建
築

内
部
の
必
要
な
機
能
を
満
足
す
る
よ
う
、
先

に
平
面
図
を
考
え
、
断
面
を
考
え
、
更
に
立

体
面
と
全
体
の
形
を
決
め
る
。
こ
う
し
て
整

然
と
し
た
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
奇
抜
さ
は

な
い
が
長
期
の
使
用
に
耐
え
、
使
い
や
す
さ

を
持
続
さ
せ
る
。

　

日
本
に
来
て
60
数
年
、
ほ
と
ん
ど
が
大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
多
く
の
企
業
・
専
門

家
が
一
緒
に
な
っ
て
仕
事
を
す
る
。
一
家
言

を
持
ち
、
力
を
持
っ
た
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

主
張
し
た
ら
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

い
か
に
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
か
。
こ
こ
に

郭
茂
林
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
大

き
な
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
成
功
が
あ
っ

た
の
で
す
。
そ
の
最
た
る
仕
事
が
新
宿
副
都

心
づ
く
り
で
し
た
。（
前
号
に
て
詳
細
紹
介
）

　

今
や
協
同
企
業
体
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

多
い
だ
け
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
が
重

要
で
す
。

　
「
好
い
土
俵
で
な
い
と
、
好
い
相
撲
は
取

れ
な
い
。
建
築
も
敷
地
が
整
っ
て
い
な
い

と
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
好
い
建
物
が
建
た

な
い
。
土
地
づ
く
り
が
大
事
」　

と
い
う
の

が
持
論
で
、
注
文
主
と
対
等
の
関
係
を
築
く

と
共
に
、
建
物
の
設
計
を
始
め
る
前
に
、
好

い
敷
地
条
件
を
獲
得
す
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
た
。
で
す
か
ら
、
決
め
ら
れ
た
土
地
で
の

建
設
に
は
、
好
い
敷
地
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
特
に
強
度
・
安
全
面
に
強
い

意
識
を
持
ち
、
苦
心
し
た
の
で
す
。

　

東
京
タ
ワ
ー
は
、
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

を
模
し
た
と
一
部
に
批
判
が
あ
っ
た
が
、
安

全
面
か
ら
あ
の
形
が
一
番
で
あ
る
と
、
以
後

の
タ
ワ
ー
は
同
様
設
計
が
多
い
が
、
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
は
敷
地
上
に
制
約
が
あ
り
、
担

当
し
た
設
計
士
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
形

の
設
計
に
し
、
さ
ぞ
苦
心
が
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

郭
の
業
績
は
、
建
物
以
外
に
も
各
地
の
再

開
発
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
数
え
上
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
。
ど
ん
ど
ん
新
し
い

技
術
を
実
現
し
、
日
本
と
台
湾
で
建
築
に
ま

つ
わ
る
多
く
の
賞
を
受
賞
。

　

早
く
か
ら
ア
ジ
ア
の
時
代
到
来
を
思
い
描

き
、「
日
本
、台
湾
、中
国
、韓
国
、ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
と
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
ア

ジ
ア
は
ひ
と
つ
な
ん
だ
。
今
後
の
ア
ジ
ア
諸

国
の
発
展
を
支
え
て
い
く
の
は
、
構
想
力
と

技
術
力
だ
」　

と
認
識
し
、
強
い
信
念
を
持

ち
続
け
、「
全
力
で
生
き
て
い
る
限
り
、
必

ず
明
日
は
来
る
」
と
。

　

台
湾
に
生
ま
れ
、
日
本
に
帰
化
し
、
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
歩
み
続
け
、
高
齢
に
も

か
か
わ
ら
ず
台
湾
東
部
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の

夢
を
抱
き
つ
つ
、
平
成
24
年
は
、
い
つ
も
よ

り
桜
の
開
花
が
遅
く
、
桜
の
花
を
愛
し
た
茂

林
を
称
え
る
か
の
如
く
、
命
日
の
4
月
7


